
現
場
で
危
険
を
感
じ
た
の
は
、
自
転
車
利
用
者

の
信
号
無
視
だ
。
自
転
車
・
歩
行
者
専
用
信
号
が

赤
に
な
っ
て
か
ら
横
断
す
る
だ
け
で
な
く
、
青
に

な
る
の
を
待
ち
き
れ
ず
に
横
断
す
る
自
転
車
も
多

か
っ
た
。
１
台
が
信
号
を
無
視
し
て
横
断
を
始
め

る
と
、
周
囲
の
自
転
車
も
連
鎖
し
て
渡
り
始
め
て

し
ま
う
た
め
、
一
度
に
９
台
の
自
転
車
が
信
号
を

無
視
し
た
横
断
を
す
る
場
面
も
あ
っ
た
。
赤
信
号

に
な
っ
て
か
ら
の
無
理
な
横
断
に
よ
っ
て
、
右
折

矢
印
信
号
の
青
か
ら
赤
の
変
わ
り
目
で
右
折
す
る

ク
ル
マ
と
自
転
車
が
接
触
し
そ
う
に
な
る
な
ど
、

ヒ
ヤ
リ
と
す
る
状
況
が
何
度
と
な
く
見
ら
れ
た
。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
自
転
車
利
用
者
は
自
転

車
・
歩
行
者
専
用
信
号
が
赤
の
時
は
横
断
し
て
は

な
ら
な
い
。
一
方
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
自
転
車
・
歩

行
者
専
用
信
号
が
赤
に
な
っ
て
い
て
も
、
突
然
、

自
転
車
が
進
入
し
て
く
る
こ
と
を
予
測
し
て
、
横

断
歩
道
（
自
転
車
横
断
帯
）
手
前
で
は
徐
行
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
一
旦
停
止
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
そ
し
て
、
自
転
車
や
歩
行
者
が
来
て
い
な
い

こ
と
を
確
か
め
て
通
過
し
て
ほ
し
い
。

現
場
の
道
路
環
境
は
交
差
点
内
の
見
通
し
が
良

く
、
車
線
整
備
や
信
号
の
切
り
替
わ
り
も
実
情
を

反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
た

め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
自
転
車
利
用
者
、
歩
行
者
が

油
断
し
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な
い
。
交
差
点
内

の
見
通
し
が
良
い
た
め
、
自
転
車
利
用
者
は
赤
信

号
で
進
入
し
て
も
自
分
の
存
在
を
ド
ラ
イ
バ
ー
が

見
つ
け
て
、
ク
ル
マ
の
ほ
う
が
止
ま
っ
て
く
れ
る

と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

歩
行
者
・
自
転
車
と
ク
ル
マ
の
通
行
を
信
号
機

に
よ
っ
て
完
全
に
分
離
す
る
と
い
う
対
策
も
考
え

ら
れ
る
が
、
信
号
無
視
を
す
る
自
転
車
が
多
い
場

所
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
一
層
の
注
意
喚
起
や

自
転
車
利
用
者
の
違
反
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化

が
有
効
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

大
阪
府
警
察
で
は
、
４
月
１
日
に
警
察
と
し
て

は
全
国
初
の
自
転
車
対
策
の
専
門
部
署
で
あ
る「
自

転
車
対
策
室
」
が
発
足
し
た
。
今
後
、
府
警
は
本
実

態
も
ふ
ま
え
、
自
転
車
利
用
者
へ
の
ル
ー
ル
周
知

や
違
反
取
締
り
な
ど
の
安
全
対
策
を
強
化
し
て
い

く
考
え
だ
。

「SA
FE
TY
M
A
P

」
に
は
「
み
ん
な
の
意
見
」

と
し
て
一
般
投
稿
さ
れ
た
危
険
ス
ポ
ッ
ト
情
報

が
地
図
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。今
回「FO

C
U
S

エ
リ
ア
」（
下
図
参
照
）
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

大
阪
府
内
で
５
人
の
方
が
「
み
ん
な
の
意
見
」

を
投
稿
し
て
い
る
大
桐
２
丁
目
の
交
差
点
だ
。

こ
こ
に
は
、
歩
行
者
／
自
転
車
の
飛
出
し
が
多

い
（
４
人
）、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
ク
ル
マ
が

多
い（
２
人
）と
い
う
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
急
ブ
レ
ー
キ
多
発
地
点
の
表
示
も
出
て

い
る
こ
の
場
所
で
は
、
平
成
26
年
中
に
交
通
事

故
が
５
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
２
件
は

ク
ル
マ
対
自
転
車
の
事
故
と
な
っ
て
い
る
。
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自転車利用者による信号無視が
目立つ交差点

本冊子は再生紙に植物インキで
印刷しています。 次号は２０１５年６月１９日発行予定となります。

自
転
車
利
用
者
の

信
号
遵
守
が
重
要

交
差
点
進
入
時
の

安
全
確
認
を
徹
底
す
る

（SJクイズの解答：Q1①、Q2④、Q3②）

「SAFETY MAP」は「みんなでつくる安全マップ」です。Hondaのインターナビが集めた日本
中を走るクルマの急ブレーキ情報と、交通事故情報、そして皆さんの声で地図はつくられます。
お手持ちのPC・スマートフォンからアクセスできますので、あなたの周囲に危ないと感じる
ことのある場所があったら、情報を投稿してください。

「SAFETY MAP」のご活用・ご参加をお願いします！

http://www.honda.co.jp/safetymap/

「右にちゅうい」と横
断歩道上に書かれた歩
行者と自転車利用者向
けの注意喚起表示

自転車は「歩行者・
自転車専用」に従
わなければならない

自転車の二人乗り
や幼児ヘルメット
未着用も目立った

安全な道路環境をめざして

「S
A
F
E
T
Y
FO
C
U
S

」
は
、
ホ
ン
ダ
が

公
開
し
て
い
る
「S

A
F
E
T
Y
M
A
P

」
に

示
さ
れ
る
交
通
上
の
危
険
が
潜
む
ス
ポ

ッ
ト
に
足
を
運
び
、
現
場
の
交
通
環
境

と
事
故
防
止
に
つ
い
て
考
察
す
る
連
載

記
事
で
す
。

今回訪れた大桐2丁目交差点

は、大阪内環状線と府道16号が

交わる交通量の多い場所。ドラ

イバーに横断しようとする歩行

者や自転車の存在がわかりやす

いよう、交差点の角にある植え

込みの高さを低くしていた。

現場を訪ねた平日朝7時半は

車道を往来するクルマが多いこ

とはもちろん、阪急線上新庄駅

方面に向かう通勤・通学の自転

車利用者と歩行者が多く行き交

っていた。

通勤・通学の自転車利用者と歩行者のほと

んどは深江橋および高槻方面から吹田方面に

進んでいた。車道は交通量が多いため、自転

車利用者の多くは歩道を走行していたが、車

道の様子を伺うことなく横断歩道を通過して

いたほか、自転車・歩行者専用信号の表示を

無視しての横断が後を絶たなかった。

また、歩行者や自転車利用者が横断歩道（自

転車横断帯）を通行中でも、十分に減速せず

に、左折して交差点を通過するクルマも見ら

れた。

なお、現場では早朝から警察官による赤色

信号無視で横断する自転車利用者などに対す

る指導取締りが行われていた。 イヤホンをしたまま赤
信号で横断歩道を渡る
自転車利用者

交差点の角にある植え込みも背の低いもの
で、ドライバーが歩道を通行する自転車や
歩行者を確認しやすくなっている

「SAFETY MAP」の表示

赤信号で進入した自転
車利用者と右折車両が
接触しそうになる

信号が青になる前に多くの自転車が
交差点内に進入

高槻方面から斜め横断してくる自転車

現
場
を
た
ず
ね
る
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▼

▼▼ ▼

●この地点で発生した事故件数

●「SAFETY MAP」みんなの意見

※平成27年3月31日時点

※平成26年中、大阪府警察本部提供

四輪車対四輪車（追突）

四輪車対自転車（左折時）

四輪車対四輪車（正面追突）

2

2

1

4人

2人

歩行者／自転車の飛出しが多い

スピードが出ているクルマが多い

事故類型

危ないと感じる理由 そう思う人

件数

▼

ホンダ　セーフティマップ 検索

大阪府大阪市東淀川区大桐2丁目交差点FOCUSエリア

▼

※観察日：平成27年3月25日　午前7時30分～午前9時

●この地点を通過する自転車の状況（台数）

赤信号で進行 二人乗り 携帯電話使用青点滅で進行

23 82 5 25 16

信号遵守

イヤホン
ヘッドホン

危険運転

至吹田（上新庄駅）

至高槻

至長柄橋北詰

至深江橋

府道16号

内環状線

急ブレーキ多発地点


